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自殺対策の基本的な考え方
自殺対策計画の目標と基本方針
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指し策定する。

計画の位置づけ
・自殺対策基本法に基づき、「健康イキイキしほろ21 計画 (第三次 )と整合性を図る。

計画の期間
・健康イキイキしほろ21 計画（第三次）計画と合わせ、2024（令和 6）年度から2034（令
和 15）年度の 10 年間を 1期とし、5年目の 2028（令和 10）年度に中間評価を実施します。 

計画の目標値
・新自殺総合対策大綱における、国の考え方を踏まえ目標値を設定いたします。

自殺対策の施策体系
・国が定める「地域自殺対策政策パッケージ」において、全ての自治体で取り組むことが
望ましいとされた５つの「基本施策」のほか、２つの「対象者・世代別重点施策」を加え、
より包括的・全庁的に自殺対策の推進を図ります。

士幌町における自殺の特徴
統計データにみる現状
（１）自殺者数と死亡率の年次推移　　（３）地域自殺実態プロファイル
（２）自殺者の性別・年齢階層別割合

アンケート調査結果【抜粋】
士幌町高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画策定のためのアンケート調査

これまでの取り組みと評価
・基本施策の評価
・重点施策の評価

いのち支える自殺対策における取り組み
基本施策
「地域自殺対策パッケージ」において全国的に実施することが望ましいとされる基本５項目
の整理
（１）地域におけるネットワークの強化　　（４）生きることの促進要因への支援
（２）自殺対策を支える人材の育成　　　  （５）児童生徒のＳＯＳの出し方に関する教育
（３）住民への啓発と周知

重点施策
（１）高齢者を対象とした自殺対策の推進施策　　（３）無職・失業者の自殺対策の推進
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はじめに

　我が国の自殺者数は、平成10年に初めて3万人を超え、国を挙
げてさまざまな 取組を行った結果、平成22年以降は10年連続の
減少となっていましたが、令和 2年は前年と比較し増加しました。こ
の間、大規模災害や新型コロナウイルス感染症の影響による暮らし
の不安やこころの悩みなど新たな課題も生じています。 
　国では、「自殺対策基本法」を平成 28 年 4 月に改正し、各市町
村に生きることの包括的な支援を基本理念とした市町村自殺対策
計画策定を義務づけ、さらに平成 29 年 7 月には「自殺総合対策
大綱」を見直しております。 
　本町におきましては、 ～誰も自殺に追い込まれることのない士
幌町をめざして～を基本理念とした「士幌町自殺対策計画」を平成 
30 年 3 月に策定いたしました。
　自殺対策は、自殺のリスクを抱えた個人の僅かなサインに気づ
き、悩みや問題を一人で抱え込まないよう温かく見守る支援や、生
きることへの阻害要因を減らし促進要因を増やすことにより自殺リ
スクを低下させるため「生きることの包括的支援」に取り組む必要
があります。
　計画に基づき、本町における自殺対策を推進するためこころの
健康相談事業などの施策を実施するとともに、関係機関や団体と
連携し、自殺対策を支える人材育成や相談窓口の周知などに取り
組んでまいりました。
　これまでの取り組みを評価し、士幌町の実情に即した自殺対策
を推進するため、「士幌町自殺予防計画第二次」を策定いたしまし
た。
　この計画により、町民 一人ひとりに自殺対策への理解を深め、基
本理念、基本方針の実現にむけて、取り組んでまいります。

令和６年３月　　
士幌町長　髙木　康弘
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1-1　　自殺対策計画の目標と基本方針

　自殺は、その多くが追い込まれた末の死であり、自殺の背景には、精神保健上の問題だけでなく、過労、
生活困窮、育児や介護疲れ、いじめや孤独・孤立などの様々な社会的要因があること が知られています。 
このため、自殺対策は、社会における自殺のリスク要因を減らし、生きることの促進要因を増 やすことを
通じて、社会全体でリスクを低下させるように、「対人支援のレベル」、「地域連携 のレベル」、「社会制度
のレベル」、それぞれにおいて強力に、かつそれらを総合的に推進する ことが重要です。
　我が国の自殺者数は、国を挙げて自殺対策が総合的に推進された結果、３万人台から２万人台に減少
するなど、着実に成果を上げてきたといえます。しかし、それでも自殺者数は毎年２万人を超える水準となっ
ており、令和２年には 11 年ぶりに前年を上回り、特に小中高生の自殺者数は令和２年には過去最多、令
和３年には過去２番目の水準になるなど、非常事態は続いており、決して楽観できる状況にはありません。
　国は令和４年 10 月に「自殺総合対策大綱」を見直し、新たに取り組むべき「子ども・若者の自殺対策
の更なる推進・強化」「女性に対する支援の強化」「地域自殺対策の取組強化」「総合的な自殺対策の更
なる推進・強化」施策を位置づけました。
　北海道においても、自殺者数の総数は平成 21 年以降減少を続けてきたものの、依然として毎年 900 人
余りの方が自ら尊い命を絶つという深刻な事態が続いている現状を踏まえ、令和 5 年 3 月に「第 4 期北
海道自殺対策行動計画」を策定しました。
　本町では国、北海道の計画を踏まえ、本町の現状や課題を明らかにし、町民一人ひとりが、かけがえ
のない「いのち」を大切に、誰も自殺に追い込まれることのないまちづくりを目指し、第 1 期計画の評価
を行い、現状に寄り添える第 2期いのち支える士幌町自殺対策計画を策定いたします。

第１章 自殺対策の基本的な考え方
1-1

※健康増進計画「しほろイキイキ21計画」「こころの健康づくりの推進」については、「 休養・こころの健康」に掲載しています。

基
本
方
針

誰も自殺に追い込まれることのない士幌町をめざして

１　こころの健康づくりの推進

２　相談支援体制の充実

３　気付き、見守り、つなげる体制の充実

　≪自殺対策計画≫
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1-1　　計画の位置づけ
　本計画は、自殺対策基本法第 13 条第１項の規定に基づき、本町の状況に応じた自殺対策を進めるた
めに策定する地域自殺対策計画です。
　本計画は、「健康増進計画しほろイキイキ 21 計画」が示す政策の方向性に沿って策定、推進する特定
分野別計画であり対策の方向を踏まえた「行動計画」として策定するものです。

1-1　　計画の期間
　本計画の期間は、健康イキイキしほろ21 計画（第三次）計画と合わせ 2024（令和６）年度から2034（令
和 15）年度の 10 年間を１期としますが、「自殺総合対策大綱」の改正、全国、北海道の計画見直しに沿
い５年目の 2028（令和 10）年度に評価を実施し、必要に応じて修正いたします。また、社会情勢の変
化などに伴い見直しが必要になった際には、状況に応じて計画を見直すことといたします。

1-1　　計画の目標値
　自殺総合対策大綱における国の数値目標は、令和 8 年までに平成 27 年度と比較して自殺死亡率を
30％以上減少させる（13.0 以下にする）ことを目標としており、北海道では令和 9 年度までに 30％以上
減少させることを目標としています。本町におきましても、令和 9 年度までに自殺死亡率 13.0 以下を目標
値といたします。

1-2

1-1　　自殺対策の施策体系
　国が定める「地域自殺対策政策パッケージ」において、全ての自治体で取り組むことが望ましいとされ
た５つの「基本施策」のほか、２つの「対象者・世代別重点施策」を加え、より包括的・全庁的に自殺
対策の推進を図ります。

1-5

1-3

1-4

202８年（令和１０年度）まで

13 . 0以下

1以下

目標値

自殺死亡率（人口10万対）

自殺死亡者数（人）　

　≪数値目標≫

（１）     基本施策
① 地域におけるネットワークの強化

② 自殺対策を支える人材の育成

③ 町民への啓発と周知

④ 生きることの促進要因への支援

⑤ 児童生徒のＳＯＳの出し方に関する教育

（２）     対象者・世代別重点施策
① 高齢者への対策

② 生活困窮者への対策

③ 無職失業者対策
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1-1　　自殺対策計画の目標と基本方針
（１）自殺者数と死亡率の年次推移
　士幌町の自殺者数は、年によるばらつきがありますが、2017 年（平成 29 年）から2021 年（令和 3年）
の 5年間で合計 4人でした。
　また、本町の自殺死亡率（人口 10 万対）についても、実数が少ないため、年による差がありますが、
1人で 16.1、全国平均並み、2人で 33.2 全国平均以上となります。
　なお、全国の自殺死亡率（人口 10 万対）は、ここ 10 年減少を続けていますが、さらに国は、平成２
７年の自殺死亡率 18.5 を、令和８年までに 30％以上減少させ 13.0 を目標に掲げています。

第2章 自殺対策の基本的な考え方
2-1

2017年

0

2018年

1

2019年

1

2018年

1

2017年

0

2020年

0

2021年

2

年

士幌町総数

　≪自殺者数≫

2017 2018 2019 2020 2021

4人

3

2

1

0

2019年

16.1

17.0

15.7

2018年

16.1

17.2

16.1

2017年

0

17.3

16.4

2020年

0.0

17.0

16.4

2021年

33.2

17.5

16.5

年

士幌町

北海道

全　国

　≪自殺死亡率≫

2017 2018 2019 2020 2021

40.0

50.0％

30.0

20.0

10.0

0

ー●ー 士幌町

ー●ー 北海道

ー●ー 全　国

　≪士幌総数≫

　≪死亡率≫
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（２）自殺者の性別・年齢階層別割合
　2017 年（平成 29 年）から2021 年（令和 3年）までの本町における自殺者を性別で見ると、男性 1人、
女性 3人となっており男性より女性の自殺が多くなっています。
　また、年齢階層別で見ると高齢者の割合が高くなっています。高齢者を中心に社会的孤立を解消し、地
域の人とのつながりや支え合いなどの社会的な絆を強化することが必要です。

2017 2018 2019 2020 2021

3人

2

1

0

ー●ー 男

ー●ー 女

　≪自殺者数≫

2019年

0

1

884

19,425

2018年

1

0

905

20,031

2017年

0

0

918

20,465

2020年

0

0

841

20,243

2021年

0

2

903

20,291

年

男

女

北海道総数

全国総数

　≪死亡者数≫

　≪男女別・年齢別死亡状況≫

総数 20
歳
未満

20
〜
29
歳

30
〜
39
歳

40
〜
49
歳

50
〜
59
歳

60
〜
69
歳

70
〜
79
歳

80
歳
以上

不詳

0.5
1
1.5
2
2.5
3
3.5
4
4.5

0

■■ 2017 ■■ 2018 ■■ 2019 ■■ 2020 ■■ 2021

男 女

20
歳
未満

20
〜
29
歳

30
〜
39
歳

40
〜
49
歳

50
〜
59
歳

60
〜
69
歳

70
〜
79
歳

80
歳
以上

不詳
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（３）地域自殺実態プロファイル
　自殺対策を推進するために厚生労働大臣指定法人・一般社団法人いのち支える自殺対策推進センター
（JSCP）より「地域自殺実態プロファイル」の情報提供があります。これは、地域の自殺実態を過去５年
間の属性（性別×年代別×職業の有無別×同居人の有無別等）を分析し、特徴を示したものです。

■士幌町における主な自殺の特徴は
　北海道士幌町（住居地）の 2017 ～ 2021 年の自殺者数は合計 4 人（男性 1 人、女性 3 人）であった（厚
生労働省「地域における自殺の基礎資料」（自殺日・住居地）より集計）。主な特徴は高齢者が、身体疾
患から病苦、うつ状態、自殺にいたる危機経路及び、成人男性における失業、生活苦からうつ状態、自
殺の危機経路が特徴と分析されています。また自殺の発見地は居住地となっています。

　≪地域の主な自殺者の特徴（2017～2021年合計）≫

３

１

ｰ

自殺者数
(5年計)

75.0%

25.0%

ｰ

割合

87.5

553.3

ｰ

自殺死亡率*
(10万対)

身体疾患→病苦→うつ状態→自殺

ｰ

背景にある主な自殺の危機経路*自殺者の特性上位５区分

1位:女性60歳以上無職同居

2位:男性40～59歳無職同居

ｰ

失業→生活苦→借金＋家族間の不和
→うつ状態→自殺

資料：警察庁自殺統計原票データを厚生労働省（自殺対策推進室）にて特別集計
 *  自殺死亡率の算出に用いた人口（母数）は、総務省「令和２年国勢調査」就業状態等基本集計を基にJSCPにて推計したもの。
** 「背景にある主な自殺の危機経路」は、ライフリンク「自殺実態白書2013」を参考に推定したもの（詳細は付表の参考表１参照）。
    自殺者の特性別に見て代表的と考えられる経路の一例を示しており、記載の経路が唯一のものではないことに留意。

資料：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」（年）（人口10万対）

　≪男女別・年齢別死亡状況≫

有職者

■■ 割合 ■■ 全国割合

男 女

10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0%

0.0 0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

600.0

独
居

同
居

無職者

独
居

同
居

30～39歳
有職者

独
居

同
居

無職者

独
居

同
居

40～59歳
有職者

独
居

同
居

無職者

独
居

同
居

60歳以上

ー●ー 全国自殺死亡率ー●ー 自殺死亡率（10 万対）

有職者

独
居

同
居

無職者

独
居

同
居

30～39歳
有職者

独
居

同
居

無職者

独
居

同
居

40～59歳
有職者

独
居

同
居

無職者

独
居

同
居

60歳以上

割合 自殺
死亡率
（10万対）
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結果、本町の 2017 年から 2021 年の自殺実態から推奨される重点パッケージに示された課題は以下の 3
点があげられました。本町ではこの重点パッケージに示された課題を重点施策として位置づけられます。

■ハイリスク地関連資料　＜地域における自殺の基礎資料（自殺日）＞

　≪自殺者数の推移≫

0

0

2017

1

1

2018

1

1

2019

0

0

2020

2

2

2021

4

4

合　計

比

差

集　計
（発見地/住居地）

100%

0

発見地

住居地

　≪年代別自殺者数≫

0

0

20歳
未満

0

0

20～29

0

0

30～39

0

0

40～49

1

1

50～59

1

1

60～69

0

0

70～79

2

2

20歳
以上

0

0

不詳

4

4

合計

発見地

住居地

2017～
2021年合計

推奨されるパッケージ

高齢者

生活困窮者

無職者・失業者

重点施策
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1-1　　アンケート調査結果
士幌町高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画策定のためのアンケート調査【抜粋】

（１）こころの健康について
　以下の２つの設問は、うつ傾向を問う設問である。
いずれか１つでも「１．はい」に該当する選択肢が回答された場合は、うつ傾向の高齢者となる。

2-2

設問内容

この１か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちに
なったりすることがありましたか

No

問

この１か月間、どうしても物事に対して興味がわかない、
あるいは心から楽しめない感じがよくありましたか問

１．  はい
２．  いいえ

１．  はい
２．  いいえ

設問内容

◆「うつ傾向あり」の割合について
・「男性（33.0％）」と比べて「女性（37.3％）」の方が、割合がやや高い。
・年齢に比例して、割合が高くなっており、「85 歳以上」では 45.2％となっている。
・家族構成では、「ひとり暮らし」が 41.5％で最も高く、次いで「息子・娘との２世帯（38.5％）」
   「夫婦２人暮らし（29.6％）」と続いている。

うつ傾向あり

35.5

33.0

37.3

31.1

38.8

45.2

41.5

29.6

38.5

35.9

33.3

割　　　　　合（%)

うつ傾向なし

63.0

65.2

61.3

68.2

57.5

54.8

54.7

70.4

59.0

62.8

65.5

無回答

1.5

1.8

1.3

0.7

3.8

0.0

3.8

0.0

2.6

1.3

1.2

全体

男性

女性

65～74歳

75～84歳

85歳以上

ひとり暮らし

夫婦２人暮らし

息子・娘との２世帯

農村地区

市街地区
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（２）現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか
　○「ふつう」が 54.8％で最も高く、次いで、「やや苦しい（27.4％）」、「大変苦しい（11.0％）」と続いている。
前回調査と比較すると、「大変苦しい」がやや増加し、「ふつう」が減少している。

総計

男性

女性

65～74歳

75～84歳

85歳以上

ひとり暮らし

夫婦２人暮らし

息子・娘との２世帯

農村地区

市街地区

63%

65%

61%

68%

58%

55%

55%

70%

59%

63%

65%

35%

33%

37%

31%

39%

45%

42%

30%

38%

36%

33%

2%

2%

1%

1%

4%

0%

4%

0%

3%

1%

1%

総計

性別

年齢

家族
構成

地区

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■うつ傾向あり ■うつ傾向なし ■無回答

大変苦しい

やや苦しい

ふつう

ややゆとりがある

大変ゆとりがある

無回答

11.0

27.4

54.8

4.1

0.0

2.7

4.0

25.8

64.0

6.0

0.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

■第9期 ■第8期

（３）現在のあなたの健康状態はいかがですか
　○「まあよい」が 67.5％で最も高く、次いで、「あまりよくない（17.7％）」、「とてもよい（9.8％）」
と続いている。

とてもよい

まあよい

あまりよくない

よくない

無回答

9.8 

67.5

17.7 

3.0 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

80%

■第9期
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（４）この１か月間、気分が沈んだり憂うつな気分になったりすることがありましたか
　○「はい」が 30.6％、「いいえ」が 67.2％となっている。
　○前回調査と比較すると、「いいえ」が増加し、「はい」が減少している。

はい

いいえ

無回答

30.6

67.2

2.3

40.8

59.2

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

■第9期 ■第8期

はい

いいえ

無回答

23.8

73.2

3.0

24.0

76.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

■第9期 ■第8期

（５）この１か月間、どうしても物事に対して興味がわかない、あるいはこころから楽しめない
　　感じが良くありましたか
　○「はい」が 23.8％、「いいえ」が 73.2％となっている。
　○前回調査と比較し、大きな変化は見られない。
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（６）現在治療中、または後遺症のある病気はありますか
　○「高血圧」が 46.4％で最も高く、次いで、「目の病気（18.5％）」、「糖尿病（15.8％）」と続いている。
　　前回調査と比較すると、「その他」がやや増加し、「ない」、「目の病気」がやや減少している。

ない

高血圧

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

14.0

46.4

2.3

18.1

46.9

心臓病 9.4
12.3

糖尿病 15.8
16.9

高脂血症（脂質異常） 14.3
11.5

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等） 6.0
8.1

胃腸・肝臓・胆のうの病気 8.3
7.7

腎臓・前立腺の病気 8.7
8.1

筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等） 14.3
11.2

外傷（転倒・骨折等） 1.9
1.9

がん（悪性新生物） 4.5
6.5

血液・免疫の病気 4.2
1.2

うつ病 1.9
1.5

認知症（アルツハイマー病等） 1.1
0.0

パーキンソン病 0.4
0.4

目の病気 18.5
22.7

耳の病気 7.9
8.1

その他 12.5
3.8

無回答 4.5
0.0

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

■第9期 ■第8期
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　士幌町では「健康イキイキしほろ21 計画」との整合性を図る目的で、2019（平成 31）年度から2024（平
成 36）年度までの６年間の士幌町自殺対策計画を策定しました。
　自殺対策は「生きることへの包括的支援」として、保健医療分野のみならず、福祉、教育、労働等様々
な方とのネットワークを作り共に取り組み、また、町民一人ひとりが自分自身と身近な人の心の問題に目
を向け、いのちささえる地域づくりを目指して推進してきました。
　新型コロナウイルス感染症が感染拡大し、町民全体の生活が変化し、行動制限や働き方の変化や事業
の取り組みの制限がありました。生活スタイルの変化の中、優先順位をつけ実施してきました。

第3章 これまでの取り組みと評価

「町民一人ひとりが命の大切さを理解し、
誰も自殺に追い込まれることのない町」

　≪第1次計画基本理念≫

基本施策

（１）地域における
　　ネットワークの強化
（２）自殺対策を支える
　　人材の育成
（３）住民への啓発と周知
（４）生きることの促進要因
　　への支援
（５）児童生徒のＳＯＳの
　　出し方に関する教育

重点施策

（１）無職者・失業者対策

（２）生活困窮者対策

（３）高齢者対策
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（
３
）
住
民
へ
の
啓
発
と
周
知

施
策
の
方
向

事
業
内
容

担
当
課

係
実
施
計
画
内
容

実
施
状
況

評
価

次
期
計
画

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

自
殺
予
防
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
全
戸
配
布

年
1
回
～
2
回
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
全
戸
配
布
し

た
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

チ
ラ
シ
設
置
に
よ
る
総
合
窓
口
の
周
知

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
お
よ
び
保
健
セ
ン
タ
ー
に
チ
ラ

シ
の
設
置
や
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
て
周
知
し
た
。

a
継
続

保
健
福
祉
課
・
教

育
課

健
康
推
進
係

図
書
館

図
書
館
で
の
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
展
示
及

び
書
籍
紹
介

毎
年
3
月
に
約
2
0
日
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
図
書
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー

「
こ
こ
ろ
の
企
画
展
示
」
の
設
置
と
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
お
よ
び
啓
発
グ
ッ
ズ

を
設
置
し
た
。
利
用
者
は
毎
年
約
5
0
名
が
利
用
し
て
い
る
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

コ
ロ
ナ
感
染
症
予
防
の
た
め
生
活
習
慣
の
変
化
や
講
演
会
等
の
開

催
が
困
難
と
な
っ
た
。
ア
プ
リ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
で
健
康
と
関

連
し
た
事
業
を
R
4
、
1
2
月
よ
り
実
施
。
こ
こ
ろ
の
健
康
の
早
期
発
見
、

早
期
相
談
に
つ
な
げ
る
事
が
目
的

【
新
】
こ
こ
ろ
の
健
康
尺
度
ツ
ー
ル

「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
の
P
R
と
実
施

。

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

自
殺
予
防
講
演
会
の
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
予
防
の
た
め
講
習
会
の

開
催
は
な
か
っ
た
。

b
継
続

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

地
区
健
康
講
座
の
開
催

依
頼
に
応
じ
て
地
区
健
康
講
座
を
実
施
し
た
。

b
継
続

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

健
康
ま
つ
り
等
で
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
ポ
ス
タ
ー
展

示

R
2
．
R
3
,R
4
年
度
は
人
数
制
限
等
の
感
染
症
予
防
対
策
を
講
じ
て
、
健

康
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
自
殺
予
防
啓
発
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
た
。
帯
広
保

健
所
か
ら
パ
ネ
ル
を
借
り
て
展
示
し
た
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

広
報
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
た
広
報
活
動

講
演
会
等
が
開
催
出
来
な
い
、
ケ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
講
習
会
が
開
催
出

来
な
い
こ
と
よ
り
、
R
4
年
度
に
こ
こ
ろ
の
健
康
状
態
を
計
測
す
る
「
こ
こ

ろ
の
体
温
計
」
を
H
P
お
よ
び
特
集
で
広
報
誌
に
掲
載
し
た
。

a
継
続

（
４
）
生
き
る
こ
と
へ
の
促
進
要
因
支
援

施
策
の
方
向

事
業
内
容

担
当
課

係
実
施
計
画
内
容

実
施
状
況

評
価

次
期
計
画

教
育
課

社
会
教
育
係

各
種
サ
ー
ク
ル
、
生
涯
学
習
事
業
と
の
連
携

社
会
教
育
登
録
団
体
等
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
支
援
や
、
少
年
団
と
連

携
し
た
生
涯
学
習
活
動
を
開
催
。

a
継
続

社
会
福
祉
協
議
会

社
会
福
祉
協
議
会
サ
ロ
ン
等
の
地
域
の
居
場
所
活
動
の
支
援

住
民
主
体
の
ふ
れ
あ
い
・
交
流
の
場
で
あ
る
各
地
区
サ
ロ
ン
活
動
の

継
続
と
充
実
に
向
け
て
、
活
動
の
担
い
手
で
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
支

援
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

一
般
医
療
機
関
、
精
神
科
医
療
機
関
、
救
急
医

療
機
関
と
の
連
携

情
報
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、
会
議
や
連
絡
等
実
施
し
て
い
る
が
、

連
携
実
績
は
な
か
っ
た
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

未
遂
者
支
援
の
実
施
主
体
で
あ
る
帯
広
保
健

所
と
の
連
携

連
携
実
績
は
無
か
っ
た
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

遺
族
支
援
の
実
施
主
体
で
あ
る
帯
広
保
健
所
と

の
連
携

年
1
回
帯
広
保
健
所
保
健
師
と
健
康
推
進
保
健
師
と
地
域
の
課
題
や

協
議
の
場
を
設
け
た
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

自
死
遺
族
の
会
等
の
紹
介

町
に
は
自
死
遺
族
の
会
等
は
な
く
、
相
談
が
あ
る
場
合
は
帯
広
保
健

所
が
実
施
し
て
い
る
自
主
組
織
を
紹
介
。

a
継
続

住
民
へ
の
啓
発
と
　
　

　
周
知

②
町
民
向
け
講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

生
き
る
こ
と
へ
の
促

進
要
因
支
援

③
遺
さ
れ
た
人
へ
の
支
援

①
住
民
へ
の
啓
発

①
居
場
所
づ
く
り
活
動

②
自
殺
未
遂
者
へ
の
支
援

基
本
施
策
の
評
価

（
１
）
地
域
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化

施
策
の
方
向

事
業
内
容

担
当
課

係
実
施
計
画
内
容

実
施
状
況

評
価

次
期
計
画

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

町
内
各
部
署
と
の
連
携

コ
ロ
ナ
感
染
症
予
防
の
た
め
会
議
等
は
実
施
し
な
か
っ
た
。
連
携
等

の
実
績
は
無
か
っ
た
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

駐
在
区
及
び
公
民
館
と
の
連
携
方
法
と
の
検
討
公
書
に
よ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
周
知
の
他
、
依
頼
に
よ
る
出
前
健
康

講
座
の
実
施
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

福
祉
係

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
と
の
連
携

と
か
ち
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
困
窮
相
談
が
あ
っ
た
際

に
必
要
に
応
じ
連
携
し
て
い
る
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

子
ど
も
家
庭
係

要
保
護
児
童
地
域
対
策
協
議
会
と
の
連
携

児
童
相
談
所
と
連
携
の
も
と
ケ
ー
ス
会
議
を
開
催
。

a
継
続

教
育
課

学
校
教
育
係

い
じ
め
・
不
登
校
問
題
等
対
策
連
絡
協
議
会

校
長
会
議
、
教
頭
会
議
に
お
い
て
連
携
。
ま
た
、
常
時
、
各
関
係
機
関

と
の
連
絡
を
図
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
令
和
5
年
度
か
ら
は
、
士
幌
町
不

登
校
対
策
専
門
員
を
中
学
校
に
配
置
し
、
小
・
中
学
校
を
巡
回
し
て
い

る
。
な
お
、
「
士
幌
町
い
じ
め
等
学
校
問
題
対
策
チ
ー
ム
」
を
設
置
す
る

案
件
は
な
か
っ
た
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

包
括
支
援
担
当

高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
と
の
連

携
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
に
出
席
し
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
っ
た
。

a
継
続

（
２
）
自
殺
対
策
を
支
え
る
人
材
育
成

施
策
の
方
向

事
業
内
容

担
当
課

係
令
和
元
年
度
実
施
計
画
内
容

実
施
状
況

評
価

次
期
計
画

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

町
職
員
、
福
祉
、
介
護
施
設
関
係
者
を
対
象
に

し
た
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座

健
康
推
進
担
当
保
健
師
が
養
成
講
習
会
を
受
講
し
た
。

c
地
域
に
多
く
相
談
出
来
る
。
身
近

な
人
が
寄
り
添
い
つ
な
ぎ
見
守
る

を
目
指
す
。

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

民
生
委
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
対
象
に
し
た
ゲ

ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
の
開
催

民
生
児
童
委
員
に
実
施
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染
拡
大
の
予
防

の
た
め
講
習
会
や
会
議
の
開
催
機
関
が
な
か
っ
た
。

c
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
対
象
に
し
た
ゲ

ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
の
開
催

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養
成

第
3
章

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
評
価

①
地
域
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
強
化

②
特
定
課
題
に
関
す
る
連
携
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
強
化

地
域
に
お
け
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化

自
殺
対
策
を
支
え
る

　
人
材
育
成

c

地
域
福
祉
係

新
 規
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（
３
）
住
民
へ
の
啓
発
と
周
知

施
策
の
方
向

事
業
内
容

担
当
課

係
実
施
計
画
内
容

実
施
状
況

評
価

次
期
計
画

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

自
殺
予
防
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
全
戸
配
布

年
1
回
～
2
回
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
全
戸
配
布
し

た
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

チ
ラ
シ
設
置
に
よ
る
総
合
窓
口
の
周
知

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
お
よ
び
保
健
セ
ン
タ
ー
に
チ
ラ

シ
の
設
置
や
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
て
周
知
し
た
。

a
継
続

保
健
福
祉
課
・
教

育
課

健
康
推
進
係

図
書
館

図
書
館
で
の
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
展
示
及

び
書
籍
紹
介

毎
年
3
月
に
約
2
0
日
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
図
書
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー

「
こ
こ
ろ
の
企
画
展
示
」
の
設
置
と
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
お
よ
び
啓
発
グ
ッ
ズ

を
設
置
し
た
。
利
用
者
は
毎
年
約
5
0
名
が
利
用
し
て
い
る
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

コ
ロ
ナ
感
染
症
予
防
の
た
め
生
活
習
慣
の
変
化
や
講
演
会
等
の
開

催
が
困
難
と
な
っ
た
。
ア
プ
リ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
で
健
康
と
関

連
し
た
事
業
を
R
4
、
1
2
月
よ
り
実
施
。
こ
こ
ろ
の
健
康
の
早
期
発
見
、

早
期
相
談
に
つ
な
げ
る
事
が
目
的

【
新
】
こ
こ
ろ
の
健
康
尺
度
ツ
ー
ル

「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
の
P
R
と
実
施

。

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

自
殺
予
防
講
演
会
の
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
予
防
の
た
め
講
習
会
の

開
催
は
な
か
っ
た
。

b
継
続

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

地
区
健
康
講
座
の
開
催

依
頼
に
応
じ
て
地
区
健
康
講
座
を
実
施
し
た
。

b
継
続

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

健
康
ま
つ
り
等
で
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
ポ
ス
タ
ー
展

示

R
2
．
R
3
,R
4
年
度
は
人
数
制
限
等
の
感
染
症
予
防
対
策
を
講
じ
て
、
健

康
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
自
殺
予
防
啓
発
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
た
。
帯
広
保

健
所
か
ら
パ
ネ
ル
を
借
り
て
展
示
し
た
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

広
報
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
た
広
報
活
動

講
演
会
等
が
開
催
出
来
な
い
、
ケ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
講
習
会
が
開
催
出

来
な
い
こ
と
よ
り
、
R
4
年
度
に
こ
こ
ろ
の
健
康
状
態
を
計
測
す
る
「
こ
こ

ろ
の
体
温
計
」
を
H
P
お
よ
び
特
集
で
広
報
誌
に
掲
載
し
た
。

a
継
続

（
４
）
生
き
る
こ
と
へ
の
促
進
要
因
支
援

施
策
の
方
向

事
業
内
容

担
当
課

係
実
施
計
画
内
容

実
施
状
況

評
価

次
期
計
画

教
育
課

社
会
教
育
係

各
種
サ
ー
ク
ル
、
生
涯
学
習
事
業
と
の
連
携

社
会
教
育
登
録
団
体
等
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
支
援
や
、
少
年
団
と
連

携
し
た
生
涯
学
習
活
動
を
開
催
。

a
継
続

社
会
福
祉
協
議
会

社
会
福
祉
協
議
会
サ
ロ
ン
等
の
地
域
の
居
場
所
活
動
の
支
援

住
民
主
体
の
ふ
れ
あ
い
・
交
流
の
場
で
あ
る
各
地
区
サ
ロ
ン
活
動
の

継
続
と
充
実
に
向
け
て
、
活
動
の
担
い
手
で
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
支

援
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

一
般
医
療
機
関
、
精
神
科
医
療
機
関
、
救
急
医

療
機
関
と
の
連
携

情
報
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、
会
議
や
連
絡
等
実
施
し
て
い
る
が
、

連
携
実
績
は
な
か
っ
た
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

未
遂
者
支
援
の
実
施
主
体
で
あ
る
帯
広
保
健

所
と
の
連
携

連
携
実
績
は
無
か
っ
た
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

遺
族
支
援
の
実
施
主
体
で
あ
る
帯
広
保
健
所
と

の
連
携

年
1
回
帯
広
保
健
所
保
健
師
と
健
康
推
進
保
健
師
と
地
域
の
課
題
や

協
議
の
場
を
設
け
た
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

自
死
遺
族
の
会
等
の
紹
介

町
に
は
自
死
遺
族
の
会
等
は
な
く
、
相
談
が
あ
る
場
合
は
帯
広
保
健

所
が
実
施
し
て
い
る
自
主
組
織
を
紹
介
。

a
継
続

住
民
へ
の
啓
発
と
　
　

　
周
知

②
町
民
向
け
講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

生
き
る
こ
と
へ
の
促

進
要
因
支
援

③
遺
さ
れ
た
人
へ
の
支
援

①
住
民
へ
の
啓
発

①
居
場
所
づ
く
り
活
動

②
自
殺
未
遂
者
へ
の
支
援

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

相
談
体
制
の
整
備

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
除
く
）
9
時
～
1
1
時
3
0
分
開
催

北
海
道
等
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
等
の
周
知
を
H
P
や
福
祉
セ
ン
タ
ー
カ
ウ

ン
タ
ー
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
設
置
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談
の
実
施

毎
月
1
回
予
約
制
で
こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談
を
実
施
。
保
健
師
が
相
談
内

容
を
事
前
に
問
診
し
、
精
神
科
医
に
よ
る
相
談
を
実
施
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

相
談
担
当
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
研
修

機
会
の
確
保

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
予
防
の
た
め
講
習
会
の

開
催
は
な
か
っ
た
。

a
継
続

生
き
る
こ
と
へ
の
促

進
要
因
支
援

④
相
談
支
援
体
制

c

新
　
規
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重
点
施
策
の
評
価

（
１
）
失
業
者
・
無
職
者
対
策

施
策
の
方
向

事
業
内
容

担
当
課

係
実
施
計
画
内
容

実
施
状
況

評
価

次
期
計
画

産
業
振
興
課

商
工
観
光
労
働
係
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
等
と
連
携

し
た
職
業
相
談
の
充
実

c
継
続

産
業
振
興
課

商
工
観
光
労
働
係
「
自
治
体
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
事
業
」
と
の
連
携

c
継
続

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

失
業
者
に
対
す
る
こ
こ
ろ
の
健
康
や
生
活
上
の

悩
み
等
の
相
談
対
応
の
推
進

毎
週
月
曜
日
午
前
中
に
一
般
健
康
相
談
を
実
施
。
相
談
の
内
容
に
応

じ
て
福
祉
係
や
地
域
包
括
支
援
係
、
帯
広
保
健
所
と
連
携
。
又
医
療

機
関
や
こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談
【
専
門
医
相
談
】
へ
つ
な
げ
る
支
援

継
続

（
２
）
生
活
困
窮
者
対
策

施
策
の
方
向

事
業
内
容

担
当
課

係
実
施
計
画
内
容

実
施
状
況

評
価

次
期
計
画

①
相
談
支
援
、
人
材
育
成
の
推
進

保
健
福
祉
課

福
祉
係

生
活
困
窮
者
に
対
応
し
た
相
談
体
制
の
強
化

生
活
保
護
含
め
生
活
困
窮
に
係
る
相
談
に
つ
い
て
係
で
対
応
し
て
お

り
、
相
談
が
あ
っ
た
際
に
は
必
要
に
応
じ
訪
問
等
行
い
、
迅
速
に
対
応

す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

福
祉
係

経
済
困
窮
と
生
活
保
護
相
談
や
生
活
支
援
困

窮
事
業
の
実
施

生
活
困
窮
（
生
活
保
護
）
相
談
が
あ
っ
た
際
に
、
と
か
ち
生
活
あ
ん
し

ん
セ
ン
タ
ー
や
十
勝
総
合
振
興
局
と
連
携
し
、
関
係
各
所
へ
適
宜
繋

い
で
い
る
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

福
祉
係

と
か
ち
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
強
化

に
よ
る
生
活
・
仕
事
相
談
会
の
定
期
お
よ
び
随

時
開
催

と
か
ち
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
が
行
う
相
談
事
業
に
つ
い
て
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
一
室
を
設
け
定
期
的
に
相
談
会
を
実
施
し
て
い
る
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

福
祉
係

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
生
活

支
援
の
実
施

急
を
要
す
る
生
活
困
窮
相
談
が
あ
っ
た
際
は
、
生
活
支
援
一
時
金
の

貸
し
付
け
等
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ
て
い
る
支
援
事
業
に
繋
ぎ
、

適
宜
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
る
。

a
継
続

職
業
相
談
等
の
中
で
は
、
こ
こ
ろ
の
相
談
や
生
活
上
の
悩
み
等
に
つ

な
が
る
ケ
ー
ス
は
な
か
っ
た

失
業
者
・
無
職
者
対

策

②
自
殺
対
策
と
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
制
度
と
の
連
動

①
失
業
者
に
対
す
る
相
談
支
援
充

実

生
活
困
窮
者
対
策

b

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

相
談
体
制
の
整
備

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
除
く
）
9
時
～
1
1
時
3
0
分
開
催

北
海
道
等
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
等
の
周
知
を
H
P
や
福
祉
セ
ン
タ
ー
カ
ウ

ン
タ
ー
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
設
置
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談
の
実
施

毎
月
1
回
予
約
制
で
こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談
を
実
施
。
保
健
師
が
相
談
内

容
を
事
前
に
問
診
し
、
精
神
科
医
に
よ
る
相
談
を
実
施
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

相
談
担
当
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
研
修

機
会
の
確
保

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
予
防
の
た
め
講
習
会
の

開
催
は
な
か
っ
た
。

a
継
続

生
き
る
こ
と
へ
の
促

進
要
因
支
援

④
相
談
支
援
体
制

（
５
）
Ｓ
Ｏ
Ｓ
出
し
方
に
関
す
る
教
育
の
推
進

施
策
の
方
向

事
業
内
容

担
当
課

係
実
施
計
画
内
容

実
施
状
況

評
価

次
期
計
画

①
児
童
・
生
徒
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方

に
関
す
る
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の

連
携

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

学
校
関
係
者
及
び
子
ど
も
と
関
わ
る
地
域
支
援

者
へ
の
啓
発
と
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
の
実
施

実
績
は
無
か
っ
た

c
継
続

②
児
童
・
生
徒
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方

に
関
す
る
教
育
の
実
施

教
育
課

学
校
教
育

学
校
で
の
S
O
S
の
出
し
方
に
関
す
る
教
育

北
海
道
教
育
委
員
会
等
か
ら
の
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
な
ど

、
校
種
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
実
施
。

b
継
続

Ｓ
Ｏ
Ｓ
出
し
方
に
関
す

る
教
育
の
推
進

地
域
福
祉
係

地
域
福
祉
係

地
域
福
祉
係

地
域
福
祉
係
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（
２
）
高
齢
者
対
策

施
策
の
方
向

事
業
内
容

担
当
課

係
実
施
計
画
内
容

実
施
状
況

評
価

次
期
計
画

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
（
健
康
診
査
・
健

康
相
談
・
健
康
教
育
）

後
期
高
齢
者
健
診
及
び
が
ん
検
診
・
介
護
予
防
一
体
的
事
業
の
実
施

通
い
の
場
の
健
康
相
談
・
健
康
教
育
の
実
施

a
継
続

保
健
福
祉
課

包
括
支
援
係

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
推
進
に
よ
る
、
高

齢
者
の
生
活
支
援
の
実
施

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に
よ
る
、
た
す
け
愛
、
買
い
物
支
援
事
業

に
て
生
活
支
援
を
行
っ
た
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

包
括
支
援
係

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
事
業
の
推
進
に
よ
る
ス

ム
ー
ズ
な
支
援
体
制
の
提
供

地
域
連
携
室
立
ち
上
げ
に
よ
り
、
、
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
が
、
よ
り
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

包
括
支
援
係

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、
町
内
介
護
施
設
と
の

情
報
提
供
お
よ
び
連
携
強
化

情
報
提
供
、
連
携
強
化
は
常
に
意
識
し
て
行
っ
て
い
る
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

包
括
支
援
係

介
護
者
お
よ
び
家
族
へ
の
介
護
相
談
や
介
護

負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
支
援
の
実
施

総
合
相
談
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
継
続
し
て
い
る
。
介
護
負
担
を
軽
減

で
き
る
よ
う
に
支
援
継
続
し
て
い
る
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

包
括
支
援
係

健
康
推
進
係

高
齢
者
健
康
相
談
、
健
康
教
育
の
実
施

サ
ロ
ン
へ
の
健
康
講
座
や
、
運
動
居
室
で
の
健
康
相
談
は
随
時
行
っ

て
い
る
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

包
括
支
援
係

高
齢
者
世
帯
お
よ
び
高
齢
者
単
独
世
帯
へ
の

訪
問
活
動
の
実
施

一
般
高
齢
者
に
対
し
て
の
訪
問
も
行
っ
て
い
る
が
、
期
間
が
長
く
あ
い

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

b
継
続

保
健
福
祉
課

包
括
支
援
係

認
知
症
対
策
の
推
進
（
認
知
症
初
期
集
中
支
援

事
業
、
認
知
症
予
防
事
業
等
）

認
知
症
初
期
集
中
支
援
事
業
は
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
医
療

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
専
門
医
へ
の
受
診
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ

に
支
援
し
て
い
る
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

包
括
支
援
係

介
護
予
防
事
業
の
推
進

各
運
動
教
室
を
開
催
し
、
介
護
予
防
に
努
め
て
い
る
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

包
括
支
援
係

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
等
養
成
事
業
の
推
進

養
成
講
座
は
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
が
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
を
増
や

す
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
。

b
継
続

保
健
福
祉
課

包
括
支
援
係

高
齢
者
の
就
労
、
生
き
が
い
づ
く
り
事
業
の
推

進
包
括
と
し
て
の
高
齢
者
の
就
労
、
生
き
が
い
づ
く
り
事
業
の
推
進
へ
の

取
り
組
み
は
不
十
分
だ
っ
た
。

c
継
続

保
健
福
祉
課

包
括
支
援
係

高
齢
者
福
祉
係

高
齢
者
の
外
出
や
移
動
の
支
援
の
推
進

運
動
教
室
参
加
へ
の
移
動
支
援
、
買
い
物
支
援
に
て
外
出
支
援
に
は

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

a
継
続

社
会
福
祉
協
議
会
居
場
所
づ
く
り
支
援
の
推
進

世
代
や
属
性
は
問
わ
ず
誰
も
が
集
え
る
「
共
生
型
常
設
型
居
場
所
」
を

開
設
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
常
駐
し
、
多
様
な
活
動
の
創
出
や
相
談

支
援
（
入
口
的
役
割
）
を
担
っ
て
い
る
。

a
継
続

包
括
支
援
係

居
場
所
づ
く
り
支
援
の
推
進

共
生
型
常
設
型
居
場
所
を
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

a
継
続

②
地
域
に
お
け
る
要
介
護
者
に
対

す
る
支
援

社
会
福
祉
協
議
会

保
健
福
祉
課

③
高
齢
者
の
健
康
不
安
に
対
す
る

支
援

④
社
会
参
加
の
強
化
と
孤
独
・
孤
立

の
予
防

高
齢
者
対
策

①
包
括
的
な
支
援
の
た
め
の
連
携

推
進

重
点
施
策
の
評
価

（
１
）
失
業
者
・
無
職
者
対
策

施
策
の
方
向

事
業
内
容

担
当
課

係
実
施
計
画
内
容

実
施
状
況

評
価

次
期
計
画

産
業
振
興
課

商
工
観
光
労
働
係
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
等
と
連
携

し
た
職
業
相
談
の
充
実

c
継
続

産
業
振
興
課

商
工
観
光
労
働
係
「
自
治
体
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
事
業
」
と
の
連
携

c
継
続

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

失
業
者
に
対
す
る
こ
こ
ろ
の
健
康
や
生
活
上
の

悩
み
等
の
相
談
対
応
の
推
進

毎
週
月
曜
日
午
前
中
に
一
般
健
康
相
談
を
実
施
。
相
談
の
内
容
に
応

じ
て
福
祉
係
や
地
域
包
括
支
援
係
、
帯
広
保
健
所
と
連
携
。
又
医
療

機
関
や
こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談
【
専
門
医
相
談
】
へ
つ
な
げ
る
支
援

継
続

（
２
）
生
活
困
窮
者
対
策

施
策
の
方
向

事
業
内
容

担
当
課

係
実
施
計
画
内
容

実
施
状
況

評
価

次
期
計
画

①
相
談
支
援
、
人
材
育
成
の
推
進

保
健
福
祉
課

福
祉
係

生
活
困
窮
者
に
対
応
し
た
相
談
体
制
の
強
化

生
活
保
護
含
め
生
活
困
窮
に
係
る
相
談
に
つ
い
て
係
で
対
応
し
て
お

り
、
相
談
が
あ
っ
た
際
に
は
必
要
に
応
じ
訪
問
等
行
い
、
迅
速
に
対
応

す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

福
祉
係

経
済
困
窮
と
生
活
保
護
相
談
や
生
活
支
援
困

窮
事
業
の
実
施

生
活
困
窮
（
生
活
保
護
）
相
談
が
あ
っ
た
際
に
、
と
か
ち
生
活
あ
ん
し

ん
セ
ン
タ
ー
や
十
勝
総
合
振
興
局
と
連
携
し
、
関
係
各
所
へ
適
宜
繋

い
で
い
る
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

福
祉
係

と
か
ち
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
強
化

に
よ
る
生
活
・
仕
事
相
談
会
の
定
期
お
よ
び
随

時
開
催

と
か
ち
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
が
行
う
相
談
事
業
に
つ
い
て
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
一
室
を
設
け
定
期
的
に
相
談
会
を
実
施
し
て
い
る
。

a
継
続

保
健
福
祉
課

福
祉
係

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
生
活

支
援
の
実
施

急
を
要
す
る
生
活
困
窮
相
談
が
あ
っ
た
際
は
、
生
活
支
援
一
時
金
の

貸
し
付
け
等
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ
て
い
る
支
援
事
業
に
繋
ぎ
、

適
宜
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
る
。

a
継
続

職
業
相
談
等
の
中
で
は
、
こ
こ
ろ
の
相
談
や
生
活
上
の
悩
み
等
に
つ

な
が
る
ケ
ー
ス
は
な
か
っ
た

失
業
者
・
無
職
者
対

策

②
自
殺
対
策
と
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
制
度
と
の
連
動

①
失
業
者
に
対
す
る
相
談
支
援
充

実

生
活
困
窮
者
対
策

地
域
包
括
支
援
係

地
域
包
括
支
援
係

地
域
包
括
支
援
係

地
域
包
括
支
援
係

地
域
包
括
支
援
係

地
域
包
括
支
援
係

地
域
包
括
支
援
係

地
域
包
括
支
援
係

地
域
包
括
支
援
係

地
域
包
括
支
援
係

地
域
包
括
支
援
係

介
護
保
険
係

地
域
包
括
支
援
係

健
康
増
進
係



18

第4章 いのち支える自殺対策における取り組み
1-1　　基本施策
（１）地域におけるネットワークの強化
　困りごとを抱えている人の早期発見には、窓口対応や各業務の中でいかに気づくかが重要です。自殺対
策を総合的に推進するため、関係機関・関係団体等が連携・協働する仕組みを構築し、地域のネットワー
クを強化します。

4-1

取り組み
庁内各部各課との連携
駐在区及び公民館との連携方法の検討

事業名
地域における
ネットワークの強化

特定課題に関する
連携・ネットワーク強化

生活困窮者自立支援事業との連携
要保護児童地域対策協議会との連携
いじめ・不登校問題等対策連絡協議会との連携
高齢者虐待防止ネットワーク会議との連携

保健福祉課健康推進係

保健福祉課地域福祉係
保健福祉課子ども家庭係
教育課学校教育係
保健福祉課地域包括支援係

担当課

取り組み
自殺予防のパンフレット全戸配布
総合相談窓口の周知
こころの健康に関する展示会の開催
健康尺度ツール『こころの体温計』の実施

事業名
住民への啓発

町民向け講演会・
イベント

自殺予防講演会の開催
地区健康講座の開催
健康まつりでの自殺予防の啓発
町公式ＬＩＮＥやホームページを活用した広報活動

保健福祉課健康推進係

保健福祉課健康推進係

担当課

（２）自殺対策を支える人材育成
　自殺対策においては、様々な悩みや生活上の困難を抱える人に対する早期の「気づき」が重要です。
子ども、成人、高齢者その他相談支援に関わる人や一般、ボランティアなどの町民を対象に「気づき」
のできる人材の育成に取り組みます。

（３）住民への啓発と周知
　自殺に追い込まれるという危機は「誰にでも起こり得ること」であり、危機に陥った場合には誰かに援
助を求めるということが町民の共通認識となるよう啓発を勧めます。

（４）生きることへの促進要因
　自殺に追い込まれる危険性が高まるのは、「生きることへの阻害要因」が「生きることへの促進要因」
よりも高まった時と考えられます。「生きることへの阻害要因」を減らし、「生きることへの促進要因」を増やし、
生きやすい地域を目指します。
地域のコミュニティやサロン、サークル活動への参加を勧め、仲間づくり・生きがいづくりやリフレッシュ
の機会を増やすとともに、町民全体に重層的に支援できる体制の整備に勧めます。

取り組み
地域に相談出来る体制を作るため、相談支援を担う職種やボラン
ティアを対象にしたゲートキーパー養成講座を開催

事業名
自殺対策を支える
人材育成

保健福祉課健康推進係

担当課
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取り組み
各種サークル、生涯学習事業との連携
サロン等の地域の居場所活動支援

事業名
居場所づくり活動

自殺未遂者への支援 一般医療機関、精神科医療機関、救急医療との連携
未遂者支援の実施主体である帯広保健所との連携

教育課社会教育係
社会福祉協議会

保健福祉課健康推進係

遺された人への支援 遺族支援の実施主体である帯広保健所との連携
自死遺族の会等の紹介

保健福祉課健康推進係

相談支援体制 相談体制の整備
こころの悩み相談の実施
各種保健事業
相談担当者のスキルアップのための研修機会の確保
こども家庭センターでの相談支援
母子家庭等就業・自立支援センターとの連携
介護相談の実施
心配ごと相談

保健福祉課健康推進係

保健福祉課子ども家庭係

保健福祉課地域包括支援係
保健福祉課地域福祉係

担当課

取り組み
町内小中学校の生徒に対し、学校、教育委員会、町が連携しＳＯＳ
の出し方に関する教育を実施します。

事業名
児童・生徒のＳＯＳの出
し方に関する教育を推
進するための連携

児童・生徒のＳＯＳの出
し方に関する教育の実
施

学校でのSOSの出し方に関するパンフレットやアンケートなどの取
り組み等を実施します。

保健福祉課健康推進係

教育課学校教育係

スクールカウンセラー
事業

学校内での悩みを児童・生徒が相談できる機会を提供します。 教育課学校教育係

担当課

（５）ＳＯＳ出し方に関する教育の促進
こどもが自殺に追い込まれることがないよう、悩みや問題が深刻化する前に必要な支援につなげることが
重要です。児童生徒が、命の大切さを実感できる教育を行うとともに、いじめ等の様々な困難やストレス
に直面した際に、信頼できる大人や相談機関に早めに助けの声を上げられるよう、具体的かつ実践的な
ＳＯＳの出し方に関する教育を行います。
　児童生徒や学生の生活の場である家庭、地域、学校他関係機関との連携を図り、子どもたちの自己肯
定感を成長期から養えるよう、あらゆる機会を通してきめ細やかな支援を行います。



20

1-1　　重点施策
（１）高齢者対策
　高齢者の自殺対策については、閉じこもりや抑うつ状態、健康不安、孤立・孤独など、高齢期特有の
問題への対応が求められます。士幌町におきましても寿命の延伸、ライフスタイルの変化により、高齢世帯、
高齢者単身世帯が増加していることから、高齢者の社会参加の促進は、自殺対策の観点でも重要な課題
と言えます。
　高齢者福祉及び地域包括支援を中心にサービス事業所等との連携を図りながら、それぞれの高齢者が
持つ多様な背景や価値観に合わせた支援、働きかけを行います。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大による活動制限があったため、活動の継続が困難になった事業
があった。高齢者の生活の変化による対応事業も追加。

4-2

取り組み
高齢者の健康づくりの推進
生活支援体制整備事業の推進による高齢者の生活支援
在宅医療の推進

事業名
包括的な支援のための
連携推進

地域における要介護者
に対する支援

居宅介護事業所及び町内会後事業書との連携強化
介護家族支援と負担の軽減

保健福祉課地域包括支援係

保健福祉課地域包括支援係
保健福祉課居宅計画係

高齢者の健康不安に対
する支援

高齢者の健康相談・健康教育の実施
健（検）診事業
高齢者世帯訪問
認知症対策の推進

保健福祉課地域包括支援係
保健福祉課健康推進係

社会参加の強化と孤独・
孤立の予防

介護予防事業の推進
認知症サポーター養成事業の推進
高齢者の就労、生きがい事業
高齢者の外出や移動の支援の推進
居場所づくりの推進（共生型常設型居場所の開設、サロンの実施）
たすけ愛事業の推進
買い物支援事業の実施
配食サービス
緊急通報装置設置の促進
高齢者台帳整備事業

保健福祉課介護保険係
保健福祉課地域包括支援係
士幌町社会福祉協議会

担当課
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（２）生活困窮者対策
　生活困窮者はその背景として、虐待、性暴力被害、依存症、性的少数者、知的障害、発達障害、精神疾患、
多重債務、労働、介護など、多様かつ広範な問題を複合的に抱えていることが多く、社会的に孤立しやす
い傾向があります。
　社会的に孤立した生活困窮者が、地域の人とのつながりを持つことにより、生きることの促進要因となり、
自殺リスクを抱える人は支援を受けられる機会が広がります。
　生活困窮者や生活困窮状態に陥る可能性のある人が自殺に至らないように、包括的な生きる支援として
の対策を推進します。

取り組み
生活困窮者に対応した相談体制の強化と連携

事業名
相談支援、人材育成の
推進

自殺対策と生活困窮者
自立支援制度との連動

生活保護相談や生活支援困窮事業の実施
とかち生活あんしんセンターとの連携による生活・仕事相談会の実
施
生活支援事業の実施（生活支援一時金の貸付事業）

保健福祉課地域福祉係

保健福祉課地域福祉係

担当課

（３）失業者・無職者対策
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大のため、生活が大きく変化し、働き方も変わってきています。働
く世代においても、有職者・無職者ともに生活の変化はこころの健康に影響があります。有職者は職場で
の配置転換やハラスメント、人間関係、長時間労働などの問題がきっかけになるケースも想定されます。
現代の多様な働き方に対応出来るよう、職場だけの対策ではなく、働く世代全体への支援に取り組みます。
　また、町の傾向では高齢者の自殺が多い傾向から無職者がリスクにあげられました。働く世代の無職者
については、失業から生活苦に陥り借金を抱えるなどのリスクが高いため、早期発見、支援ににつなげら
れるよう周知します。

取り組み
公共職業安定所等と連携した職業相談の充実

「自治体判ハローワーク事業」との連携
生活上の悩み相談事業の周知

事業名
失業者に対する相談支
援の充実

産業振興課商工観光労
働係
保健福祉課健康推進係
保健福祉課地域福祉係

担当課
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参考資料
1. 自殺対策基本法
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2.自殺総合対策大綱（厚生労働省）
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